
2 0 2 4 年  （ 令 和 ６ 年 ） ６ 月 1 日商工とうがね

みんなを 笑顔に−２−

　

令
和
６
年
4
月
25
日
㈭
に
東
金

商
工
会
議
所
青
年
部 

令
和
６
年
度 

定
時
総
会
が
蓬
莱
閣
で
行
わ
れ
、
前

嶋
会
頭
を
は
じ
め
11
名
の
来
賓
を

迎
え
、
部
員
18
名
総
勢
29
名
参
加
の

も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案
で
は
、
岡
孝
年
副
会

長
よ
り
本
年
の
役
員
人
事
の
変
更

点
に
つ
い
て
新
し
い
組
織
図
案
と

共
に
上
程
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
二
号
議
案
で
は
、
小
川
喜
晴
直

前
会
長
か
ら
順
に
各
委
員
長
よ
り

令
和
５
年
度
事
業
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
事
務
局
よ
り
収
支
決
算

報
告
が
行
わ
れ
、
神
定
勇
次
・
中
村

茎
司
両
監
事
の
監
査
承
認
の
も
と
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
三
号
議
案
で
は
伊
藤
哲
也
会

長
よ
り
『
S
A
Y 

Y
E
S
』
〜
ま

ず
は
一
生
懸
命
や
っ
て
み
よ
う
〜

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
本
年
の
所
信
表

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
安
貴
俊
総

務
委
員
長
、
鈴
木
真
也
対
外
交
流
委

　

５
月
９
日
㈭
、
当
所
で
は
初
め
て

と
な
る
部
会
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
東
千
葉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
時
、
小
雨
だ
っ
た
も

の
の
そ
の
後
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

初
心
者
か
ら
経
験
者
と
16
名
の
参

加
者
が
プ
レ
ー
。
真
剣
な
中
に
も
笑

顔
あ
ふ
れ
る
和
や
か
な
コ
ン
ペ
と

な
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、「
旬
菜
ら
ー
め
ん
え

　

福
祉
の
ま
ち
推
進
委
員
会
で
は

東
金
商
工
会
館
に
て
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
、
東

金
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
西

部
よ
り
早
川
氏
、
東
部
よ
り
渡
辺
氏

を
講
師
に
迎
え
、
一
般
市
民
等
10
名

が
受
講
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
認
知
症
の
基
礎
知
識

を
は
じ
め
種
類
や
発
症
原
因
に
つ

い
て
説
明
、
認
知
症
は
脳
の
病
気

で
発
症
部
位
に
よ
り
症
状
が
異
な

り
一
人
一
人
の
特
徴
に
合
わ
せ
た

対
応
が
必
要
と
の
こ
と
。
ま
た
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も

行
わ
れ
、「
否
定
せ
ず
受
け
入
れ
る

事
」、「
普
段
と
は
違
う
些
細
な
信
号

を
感
じ
取
る
事
が
大
切
」
や
入
浴
を

嫌
が
る
患
者
に
は
「“
嫌
”
の
感
情

に
寄
り
添
う
事
」
な
ど
多
く
を
学
ぶ

　

５
月
15
日
㈬
18
時
か
ら
当
商
工

会
館
に
お
い
て
、
駅
長
と
関
係
団
体

か
ら
総
勢
18
名
参
加
の
も
と
、
以
下

の
と
お
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
68
回 

駅
長
会
議

①
入
退
会
に
つ
い
て

②
八
鶴
湖
生
き
物
観
察
会
＆
ス
マ

ホ
教
室
の
進
捗
報
告

③
東
金
市
と
の
災
害
時
協
定
締
結

に
つ
い
て

④
定
期
総
会
提
出
議
案

　
（
第
１
号
～
第
２
号
）

員
長
、
伊
藤
恒
平
ま
ち
づ
く
り
委
員

長
よ
り
令
和
６
年
度
事
業
計
画
の

発
表
と
活
動
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、

両
議
案
と
も
満
場
一
致
で
可
決
成

立
し
ま
し
た
。

　

定
時
総
会
後
は
Ｏ
Ｂ
に
も
参
加

い
た
だ
き
、
対
外
交
流
委
員
会
の
進

行
で
懇
親
会
を
開
催
。
冒
頭
か
ら
東

金
商
工
会
議
所
青
年
部
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
ム
ー
ビ
ー
が
上
映
さ
れ
、
参

加
者
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
昨
年
片
目
を
入
れ
た

「
だ
る
ま
」
に
小
川
直
前
会
長
が
目

入
れ
を
し
、
１
年
間
の
総
括
を
行
い

ま
し
た
。

　

続
い
て
各
委
員
会
の
決
意
表
明

の
の
ち
、
伊
藤
会
長
は
じ
め
部
員
全

員
で
、
本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ

る
「SAY YES

」
を
熱
唱
し
、
改

め
て
新
年
度
、
新
体
制
と
な
る
令
和

６
年
度
東
金
商
工
会
議
所
青
年
部

が
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

定
時
総
会
、
懇
親
会
に
ご
参
加
い

た
だ
い
た
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と

む
ず
」
に
て
表
彰
式
を
兼
ね
た
懇
親

会
を
開
催
し
、
さ
ら
な
る
交
流
を
図

る
事
が
で
き
た
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

　

次
回
は
、
全
部
会
合
同
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
を
二
年
ぶ
り
に
今
秋
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
が
決
ま
り

ま
し
た
ら
会
員
様
に
ご
案
内
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
参
加
企
業
（
商
業
部
会
）

　

谷
乃
井
商
事
㈱
／
㈱
の
じ
ま
／

㈱
西
川
園
／
㈲
ま
め
や
食
品
セ
ン

タ
ー
／
㈱
丸
為
伊
藤
為
蔵
商
店

／
㈲
木
村
屋
製
パ
ン
／
民
芸
み

は
し

▼
参
加
企
業
（
建
設
業
部
会
）

　

㈲
地
引
組
／
東
松
建
設
㈱
／

　

㈲
山
田
建
設
／
㈱
陽
光
／
神
定

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
認
知

症
へ
の
理
解
を
深
め
、
誰
も
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活

が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
手
助
け
す

る
存
在
で
す
が
、
認
知
症
を
完
璧

に
理
解
す
る
事
が
重
要
で
は
な
く
、

ま
た
、
特
別
な
こ
と
を
す
る
こ
と
も

な
く
“
記
憶
力
は
低
下
す
る
が
感
情

は
無
く
な
ら
な
い
こ
と
”
へ
の
理
解

が
大
切
と
の
こ
と
。
現
在
東
金
市
で

は
７
９
０
７
名
が
サ
ポ
ー
タ
ー
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
登
録
者
を
増
や
し
、

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
東

金
市
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
い

で
す
。

　

福
祉
の
ま
ち
推
進
委
員
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森 
孝
太

　

令
和
６
年
度
定
期
総
会

第
１
号
議
案　

令
和
５
年
度
事
業

報
告
（
案
）・
収
支
決
算
（
案
）

第
２
号
議
案　

令
和
６
年
度
事
業

計
画
（
案
）・
収
支
予
算
（
案
）

　

全
て
の
議
案
に
つ
い
て
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
情

報
交
換
を
行
い
さ
ら
な
る
親
睦
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

部
会
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催
！

　
　
　
　
　
〜
商
業
部
会
・
建
設
業
部
会
の
異
業
種
交
流
〜

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
度
も
部
員

一
同
、
一
丸
と
な
っ
て
事
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

文
責 

令
和
６
年
度
総
務
委
員
会　

　
　
　
　
　
　

委
員
長　

子
安 

貴
俊

第106回八鶴湖生き物調査第106回八鶴湖生き物調査

66月
7日

14日
21日
28日
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東
金
の
ヤ
マ
ト
と
ム
サ
シ
（
そ
の
一
）

　

東
金
市
を
構
成
す
る
旧
村
の
一
つ
に
「
大
和
村
」
が
あ
る
。

日
本
の
旧
国
名
＝
ヤ
マ
ト
と
同
じ
読
み
だ
が
、
な
ぜ
こ
の
表

記
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
？

　

中
国
は
、昔
の
日
本
に「
倭
」の
字
を
当
て
て
い
た
。
だ
が
、

こ
の
字
に
は
「
ち
っ
ぽ
け
、と
る
に
足
ら
な
い
」
と
い
う
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
あ
る
。
東
夷
（
と
う
い
）、西
戎
（
せ
い
じ
ゅ
う
）、

南
蛮（
な
ん
ば
ん
）、北
荻（
ほ
く
て
き
）と
同
じ
類
の
卑
字
だ
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
勃
興
し
た
七
世
紀
頃
、
朝
廷
は
こ
れ

を
「
和
」
に
書
き
換
え
た
。
読
み
は
「
倭
」
と
同
じ
「
ウ
ェ
」

だ
が
、
表
意
文
字
と
し
て
の
印
象
が
断
然
い
い
か
ら
だ
。
加

え
て
、「
偉
大
な
」
と
い
う
意
味
の
「
大
」
を
上
に
乗
せ
る

こ
と
に
し
た（
こ
れ
は
黙
字
な
の
で
読
ま
な
い
）。こ
う
し
て
、

「
ヤ
マ
ト
＝
大
和
」
と
い
う
表
記
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
ヤ
マ
ト
と
く
れ
ば
ム
サ
シ
だ
が
（
個
人
の
感
想
で

す
）、「
武
蔵
」
を
ム
サ
シ
と
読
む
の
も
不
思
議
だ
。
実
は
「
武

蔵
」
は
「
武
射
」
と
同
じ
語
源
な
の
で
、
東
金
と
も
無
縁
で

は
な
い
の
だ
が
、
紙
幅
が
尽
き
た
の
で
こ
の
件
は
次
回
に
。

広
報
委
員
Ｔ

　

山
の
辺
か
ら 

③

電
気
工
業
㈱
／
㈱
桶
田
電
設
／

㈱
土
肥
建
設
工
業　
　
　（

順
不
同
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　 

養
成
講
座
を
開
催
5
   8

帽子・タオル・暑さ対策、
雨対策、各自で準備
お願いします。

懇親会にも多くのご来賓の方々にご臨席を賜りました。懇親会にも多くのご来賓の方々にご臨席を賜りました。

議長を務める吉川駅長（ぽすとの駅）議長を務める吉川駅長（ぽすとの駅）

おもてなしの心を第一に！おもてなしの心を第一に！

認知症への理解を深めました。認知症への理解を深めました。

珍プレー続出！？のコンペとなりました。珍プレー続出！？のコンペとなりました。

ナイスショット！！ナイスショット！！

令
和
６
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

『S
A

Y
 Y

ES

』
〜
ま
ず
は
一
生
懸
命
や
っ
て
み
よ
う
〜

ま
ち
の
駅
案
内
板新規駅 大 大 大 募集！!

これさえあれば、あなたも「まちの駅」になれます！
① 「まちの駅」看板：のぼり旗やポスターの掲示
② まちの案内人：お店なら店員さん。おもてなしの心で迎えるのが第一
③ トイレ・休憩場所：ちょっと貸せるトイレ、腰かけられる場所等
④ 地域の情報提供：地域情報誌やパンフレットなどを設置


